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世界に先駆けSMEがビジネスに参入
2003年には1000億円市場に

第 1 章 小 売 ・ 仲 介 、 代 行

音楽

2000 年 は「音 楽 配 信 元 年 」

音楽配信は従来からストリーミングや

MIDIデータにより行われていたが、MP3

の登場によってビジネス的にも無視でき

ない存在となった。違法コピーの氾濫と

いう弊害を引き起こす一方、ようやくイ

ンターネット上でCDクオリティの音楽を

流通させることを可能にしたからである。

これを受け、1999年7月には、大手レ

コード会社が中心となり組織されたSDMI
注 1により最初の携帯音楽プレーヤーに関

する著作権保護仕様が策定され、大手家

電メーカーを含むハードウェアメーカーの

携帯プレーヤー市場への参入が加速した。

また、単純な音楽圧縮形式であるMP3

と比較して、著作権保護機能や課金シス

テムなどを備えた総合的な配信システム

ができた。代表的なものでは米リキッド

オーディオの「Liquid System」、米マイ

ク ロ ソ フ ト の 「 Windows Media

Technologies（ WMT）」、 米 IBMの

「Electronic Music Management System

（EMMS）」などである。これら複数のシ

ステムが混在し、技術的にもまだ発展途

上にあるものの、レコード会社にとっては

著作権保護面で安全に、かつ自前で配信

システムを構築しなくても、音源を用意

するだけで音楽配信ができる環境が整っ

たのである。

今年に入ってからは米国で大手レコー

ド会社ワーナー・ミュージック・グループ

とEMIグループの合併や、BMGエンター

テインメントとマイクロソフト、IBM、リ

キッドオーディオらとの提携が発表され、

もはや実験段階は終わり、いよいよ将来

の音楽配信事業を見据えた動きが本格化

している。

市 場 は見 込 めるが現 状 は厳 しい

レコード会社ではないが、インディーズ

系 アーティストの音 源 を配 信 をする

「mp3.com」 、RIOを開発した米

ダイヤモンド・マルチメディアの幹部が中

心となって設立した「Riffage」 な

どは人気を集めているし、多くの大手の

インディーズ系レーベルと契約している

「Emusic」 では、著名アーティス

トの楽曲も多く有料で配信しており、

2000年4月には、1998年のサービス開始

以来、販売ファイル数が100万を超えた。

また民間調査会社のシード・プランニ

ングによると、国内のインターネット上の

音楽配信ビジネスの市場は1998年のほぼ

実績なしから、2003年には1000億円、

キオスク端末などへの配信も含めた「ノ

ンパッケージ音楽」全般では、2003年に

1400億円の規模に達し、音楽パッケージ

販売・レンタル市場の16.5％を占めると

予測している。

しかし、今のところ大手レコード会社

は音楽配信への積極的な姿勢を見せてい

るものの、実際にはかなり慎重だ。CDア
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ルバムのプロモーションとして音楽配信を

使っている場合が多い。また、高いアク

セス・ダウンロード数を誇るmp3.comも、

独自に作成するCDの売り上げが主な収

入源となっており、音楽配信事業全体で

は今のところ「音楽のダウンロード販売

による収益」だけでは事業が成り立って

いないというのが現状だ。

国 内 の各 レコード会 社 の動 き

日本国内では、1999年12月20日に開

始されたSMEの有料音楽配信サービス

「bitmusic」 が国内外の音楽関連

産業に大きな衝撃を与えた。シングルの

新譜をすべてCDと同時にオンラインでも

配信し、2000年5月からは邦楽の旧譜、

洋楽の配信も開始した。

また、パッケージ制作費や流通コスト

などを削減できるため、ノンパッケージは

低価格で販売できると考えられるが、

bitmusicでは、通常のCD1曲当たりの単

価を参考に1曲350円という価格を設定

した。Emusicやリキッドオーディオなど

の海外の販売サイトでは、だいたい1曲1
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資料2-1-25　国内の音楽コンテンツ販売・レンタル市場規模の推移

出所 「音楽配信最新継続レポートVOL.1」（シード・プランニング、1999年9月）を元に作成
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ドル程度。また1999年9月からMP3によ

る販売を開始した「ミュージック・シー

オー・ジェーピー」の場合は1曲250円で

ある。メジャーのレコード会社である

SMEが打ち出した価格が今後の音楽配信

にどのような影響を与えるかは予測でき

ないが、2000年4月から配信サービスを

開始したレコード会社「エイベックス」

も、1曲の価格は350円と設定している

（ただしエイベックスの場合は消費税分が

プラスされる）。

プロバイダーのソニーコミュニケーショ

ンネットワーク（So-net）が設立した音

楽配信プラットフォームを提供する会社

「レーベルゲート」も大きな注目を集めた。

この会社には、SME、エイベックス、

BMGファンハウス、キングレコード、ポ

ニーキャニオンなど大手12社が出資して

おり、「レコード会社主導によるルール作

り」を実現しようとしている。ここで配

信される楽曲の価格は各参加レコード会

社が独自に設定することになっているが、

各社足並みを揃えて「業界標準」を用意

することも充分に考えられる。

このほか国内での主な動きとしては、

「イーズ・ミュージック」の「1曲100円」

の価格設定や、日本音楽著作権協会

（ JASRAC） のデジタル著 作 管 理 構 想

「DAWN2001」注2への対応がある。こち

らも位置付けとしては「音楽配信会社」

であるが、配信する音楽コンテンツ（原

盤）はレコード会社ではなく、原盤権を

持つアーティスト本人や音楽事務所など

を対象に直接交渉して集める。収益は広

告収入などによらず、ダウンロード販売

による売り上げを主とするため、相当数

の楽曲がダウンロードされる必要がある。

同社に出資しているソフトバンクの関連

会社（ヤフーなど）の協力により、プロ

モーション等である程度のバックアップは

期待できるといえそうだが、売れるコンテ

ンツをどれだけ揃えられるかがポイントに

なりそうだ。

また、東芝や三洋電機などがリキッド

オーディオ対応の携帯音楽プレーヤーを

発表したほか、レコード会社の東芝EMI

がリキッドオーディオのシステムを利用し

た試聴サービスを3月に実施し、2週間で

2万5000ダウンロードを記録した。リキ

ッドオーディオの日本法人であるリキッド

オーディオ・ジャパンの音楽配信事業者

としての働きによっては、2000年以降に

大きな飛躍が期待される。

今 後 の カ ギ ——携 帯 電 話 、 マ ル

チメディア端 末 、音 楽 ポータル

今後の音楽配信市場で有望視されてい

るのは「非パソコン系」端末への配信で

ある。現在インターネットで配信される

音楽コンテンツはパソコンを経由すること

が前提となっており、大多数の一般音楽

ユーザーにとってはハードルとなっている。

そこで登場するのが携帯電話に向けた音

楽配信である。圧倒的な普及率、操作の

容易さ、そして、課金のしやすさなどの

面で明らかなメリットがあり、すでにイン

ターネット対応携帯電話「iモード」など

が普及している日本においては、最も実

現の可能性が高いサービス形態である。

2000年春には、NTTドコモ、ソニー、

松 下 通 信 工 業 、 米 IBMら が 、 PHS

64kbpsデータ通信を使った音楽配信の実

験を開始しており、実用段階へと一歩近

づいている。また、非パソコンという意味

では、コンビニ等に設置される「マルチ

メディア端末」への配信も注目されると

ころだ。リキッドオーディオやミュージッ

ク・シーオー・ジェーピーなどは、すでに

マルチメディア端末へ向けた音楽配信を

視野に入れていることを明らかにして

いる。

ほかに注目されるところとしては、「音

楽ポータルサイト」が挙げられる。ちょう

ど、ウェブの普及がヤフーのようなナビゲ

ーターとなるサービスを必要としたように、

オ ン ラ イ ン で 配 信 さ れ る 音 楽 が

増加するにつれ、音楽用のポータルサイ

トが必要となる。つまり、ユーザーが聴

きたい音楽をすぐ探せるサービスが求めら

れるという訳だ。代表的なサイトとして

「 Listen.com」 、「 Launch.com」

などがあるが、その2社とも日本

企業との提携により2000年に国内でサー

ビスを開始する。特にListen.comは、米

国でBMGエンターテインメント、ソニー・

ミュージック、ワーナー・ミュージック・

グループなど大手レコード会社から出資

を受けるなど非常に注目されており、音

楽配信の本格化と同時に成長が見込まれ

るビジネススタイルである。
（沖山淳史　INTERNET Watch編集部）

注1　Secure Digital Music Initiative。デジタル

音楽著作権保護を目的に1998年12月に設立され

たフォーラム。米国大手レコード会社、IT関連企業、

関連団体などが参加している。インターネット上の

音楽配信の実現に向け、重要な役割を担う団体。

SDMI内に組織された携帯音楽プレーヤーに関する

ワーキンググループが業界標準仕様の策定を進めて

おり、1999年7月に最初の仕様を発表した。

注2　JASRACによる音楽著作権管理のデジタル化

構想。2001年からの稼働を目指している。音楽著

作物情報の統合データベースを構築し、業務をデジ

タル化する。またネットワーク上の音楽コンテンツ

については、著作者情報と統合データベースを照合

して著作物使用を把握する。違法コピーファイルの

監視も行う。
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http://www.riffage.com

http://www.emusic.com

http://bit.sonymusic.co.jp
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図1　音楽産業に衝撃を与えた「bitmusic」
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